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アメリカ薔帖
上 田 穰

　1929年5刀2911紳戸港を振IIIしに，家妻同件地球をぐるりと一一廻りして

191；1年5月目’：｝　Hもとの神戸港に蹄りつくまでの族行記の内恥國諸天文毫訪

問．；Liを御披露いたします．

　　　　　　　　バークレイ天文壷（バークレイ）

　バークレf市は大’ド洋を【・；1ふ岸へ渡りついて（1分達が初めて外記4三活をし

た思出び）地で，人口約8萬位．サンフランシスコから溝をへだててその附近に

十徽市が境を接し所謂潜束地力’を，形成してみる．

　加州大剛はその北酉部にあって校内には高低起伏し，　天文毫はその北より

の高藁にたってみる．窃眞はその一部であるが全て木造～ト家建で大學の他の
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　　　　　　　　　　　（1）バークレイ天交窒

建物に判’して大きいコン1・ラストを示してみる．からんでみる藤が花時には

唯一・の色合を與へるものである．

　ロ1シユナー教授．1929f卜4月161．1，初つの見参をした，どういつで初判’面

の挨拶をしたかもう忘れて終ったがその時の様j先はよくおぼへてみる．黒っ

ぽい洋服の襟に白くフクがたまってみたのをみてしどこでも天：文學者っての
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はこれでV）　sのだな■と大分着古した自分の洋服を見たものである．
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　　　　　　1’r｛）f．　1．euschner

ヤングが講演をした．又総長のキヤ

ンベルは．赤いガウンに赤の大黒帽で

威風堂々たるものであった．

　ク選一フオreド孝女異～，Jk／Y．　Prc）f”

Crawf（，rdはむつつり屋であるが奥

様は仲々助才なく，我々には大に氣

を茄けてくれたも¢）である．ピアニ

ストで御弟子をとってみるが，それ

でみて仲々世話女房式である．西’洋

ではお金の彿ひなどは男がするもの

だと聞かされてみたので自：分も大に

勉めてみたのであるが，いっかも青

六六へ案内せられたときにProf．は

　　　　　　　　　　　　　いつも

ニコニ］として人に封ずる様チや，

ユツクリユツクリ歩V・てくる『姿が目

に見える様である．あれで大學では

大分押しのきく位置にあるらしく，

」甦秘こα）言舌“6は學弊変の～二と｝6T．ヒノ＼カ1で可

につけ箸をさして見ねばならぬので

健康にさわって困ると’卜分白1醒せら

れたことである．

　爲眞は193f）年3刀2311加り｛・1大・學紀

念目に職員はガウンを茄て列を組ん

で式場にネリ込んでゆくのであるが

その前に人々が談笑してみる時のも

のである（イf）．この式にはオーエン・

］Iis　Craxvfur｛1
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私．辻と待ってるて奥様がチャンと切符を買って來られたので驚いたことであ

る．少くとも天文家といふものはそれでいkものらしい．その癖奥様仲々ヤ

ンチヤである．

　　　　　　　　シヤボー天文垂（オークランド）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　3月101－1夜Dr．　i墨ra亡cllcrが迎へに

　　　　　　　　　　　　　　　　　來てくれてCllabot天文豪をし1方ふ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　First　Baptist　Churcllの男子一員の集

　　　　　　　　　　　　　　　　　　りが同天文豪を訪問するので，その

　　　　　　　　　　　　　　　　　肝入役であるヅ氏が前言を忘れす迎

　　　　　　　　　　　　　　　　　へに來てり許したのである．豪壮1’rufl

　　　　　　　　　　　　　　　　　Linsieyに紹介せられる．誠にnice

1930　9月17L1書立斐景多

m：u］の感を得た．

　レンズは口f肇20吋ブラシャー製

で，マウンチングはWarner蕊S、、’a－

s・」vCoのもの，私の見た最初の大

望遠鏡で：ちる．豪に．ドの銘がある．

　1）edicatecl　；，nd

　　imincd　for

CILavlc）　BurdNhait，’r

Dir乱ld田・曼臣f　CIIとLLd

　｛｝』serv、恥1帆．、・

　1，SS5－IC；t2S

　　”　1〈ilc．hel”

　　　　　’

Raclldは聖、腔）ノv物でこの天文豪完成に長い．μ1勢をしたことを意味するの

である．

　MしIlamiltL，nからBtrkclcy　d）Na．

ふ途f．1．盲再び訪問した．

’nal．XCiideln）’　of　Suienceの鳥合にli，］
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　　　　　　　　　tJ　’7　ij天文毫（ハミルトン山）

　この天文毫を初めて訪問したのは1930年4月12日丁度月食のある日であっ

た．然しfbgのため全く見る続出謁す．次には7月1日より9月17日まで滞在

（ろ）3‘1吋ノく望遠鏡

　のあるド1ム
　その直纒75朕

　ド1ムの東北よ

　り撮影せるもの

　で右側に接驕す
　る建；物は本舘の

・．・ﾒ左揃の
　SIlcd　eま職二［二場

（6）平館附近より

　東南方を望む

　左下に見ゆる欄
　e：．頂．1＝よりト“ミ

　トリへゆく道

↓コペ，。功ス峰　↓ケプラ＿峰

c17） Lド圏ミトリ■1｛fll

　近から東．方を見，

　た景色



アメ　リカ書帖　（上田穰） 7

誠に氣持のよV・山上生活をする．

　為眞（7）の中央に見ゆる峰はC・pernicus　Peakで，3e・P・J’ドームの」t下床を動

かすに要するWater　tankのある所．今は使用せす，その上にIook－Outを増

築して，火の見番が下居してみる・一寸遠目には大望遠鏡のドームとでも見

える，右方の小高い所はKepler　Peakで，今全山を養って居る水槽があり南

のスロープ約500藤下のタンクからポンプにて押上げる・水量前論ギヤロン

か忘れて終った．北の方のスロープにも泉があって水が得られる．手前にあ

るのは職工場で，階下はグラージとなってみる．その向ふの小高い場所にあ

る家はDr．　Menzelの宅で前に自動車がとまってみるのが見える．

　　　　一　　　　　　　　　　　　　　今本館の建物の一部は改造中にて

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　自IJ　1929fF夏には．本館入口をコンクリ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ートに改造し，今年（1930）の夏には

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　東側の壁をコンクリートに改造ril，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　從って12吋ドームに上る階段を取り

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　はっして居る．今コンクリートの

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　baseが語る斯である．　この地下に

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　は時lll’室を作る由，　リーフラーとシ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ンクロノームがお互に影響するので

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　それを避けるためである．自分がこ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　sを去るときにはコンクリートは既

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に打って終ってまだセキ板が取れな

　　　　　　　　　　　　　　　　　　いと云ふ朕況のときであった．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小量校の先生はC（）u1、tyの方から

　　（S）本館の北端につらt：る12吋　　　途られるので矢張りドミトリーに住
　　　　望遠鏡を入れるド1ム・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　んで居る．流石は選定してよこすと

見えてどの先生も．　勿論一人であるが今迄のどの先生も皆評判がいSらし

い．前の前の．先生は　r）11Bobrovnikofのお嫁さんになってOhio　Wesleyan

Universityへ近頃赴任した，その次の先生はつい近頃結婚のあった筈で，山の人
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々はそのお・祀品を買ひにド山するのに迂順天である様に見える位である．生

轡陛ゴ．∴・’tt　　　　雪
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／

甑
臨

徒は9人とか・家内は一度夏期休暇rilの集りに行って何か話したそうな・自

分でも生徒の．敷がかぞへられると思ふ．官長の小幅さんは皆L薫示して，ラ1

トの内は小臣なし．ムアーはClttherilleとMlu嘗uetteだが’ドだけ小出校．ト

ランプラーが出船者で，5人の中の長女はスイスで中3人が下校，ジ．’r一ファー

スは了・なし．　ノィバウワーはPh（’vebeとRita爾初雷小謡，　メンぜルには『．如）

チ2人だがベビーさんで後3人．一一寸出て來ぬ．

　Mel’idian　r・闘11の望遠鏡のカヅーは如fll∫にも物々しく三E座を思ひ起させる

様である・今は1）r．Je　ffe　i’sによって何でもかでもラヂオ’部分lblの癒Illが認め

（10）．子午環室，

　レプソルド製

　ll吋’トレンズ

　はクラーク製・

羅

輔
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られる．　∫眞（10）で右方に出張つた小さいのはJellfer－SのQmce，左の塔は鋭匙

観測峯でその風力計に油がなくなって磨るのかどうか知らんが，キーキー鳴

って夜になると氣になること撃多しい．その直く・’ドの小さい室がMt・Hamilton

P｛Dst　ofliiceで，　Post　Mastel・がDi－Jenbrs，そのAssistantがDr・NTeubauer

に1）「。Paddack．ジエフワーズは，時々勘定間違へるからハガキ数を読んで

見て奥れと云ふ呑氣な四号乏さん．左に1’iく見えるのばドが倉庫と篇眞窒．上

は1）r．Trumplerのoffliccと篇眞掛のMr．　Chappel］の窃眞室。

鰯

t、，　　　　　　　　　　塗

　　　　　（il）　t｝r．　Aitken　（i2）　1）r．　ILX’ri｛tht．

　Dr．　Aitken．御自分ではエ’fトケンとLトー1を獲青せらオしる・温厚の長者と

云ふ．此上で形雀川庵る，誠に人のいY人である・

　1864年12月31日の誕生，先IlllLはScotlandからとのことで・昔はDurIて｝ch

と云ふ姓であった悔いふ話を聞かされた・

　Dr．　Wright．寓眞をとらして貰ひたいと云ったらイヤと云って噺られた．そ

れに無理押しの様にこんなに立たせて終ったのは少々相濟なく思ったが，そ

れにも拘らすニツコりしてくれたのは出直ぬことである・
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難 （13）左より

　IIrs　Uetn，

　A｛iss　］’otsvin

　lIrs　I　Ienzel

　Mellze1夫人はまるで娘の子の様な奥ik　6’，それもその筈まだ23の由，それ

に2人の赤ん坊がある．上はスザン下はリザベル，スザンはお母さんの目顔

をよく見る利巧な子である．四つ．秘書のバトヰンは我々に封してとても好

意といふより好奇の心で世話をやいてくれたものである．

井ルリン山天文毫

　パサデナSanta　Barbara　St．813にMt．　Wilson　Observatoryのofliceがある・

そこにPhysical　LaboratolツとOptical　alld　mILchille　ShoPがあって・この二者

は同天文塁の活動に全く不離の關係をもつてみるものであると稚して居るが，

自分も全く同感である．100吋と60吋反射鏡は一fトに2回S｛lveringをやる，4月

と10月に．その10月のsilverin9が介行はれると云ふ事をDr・Joyから聞い

たので，好機逸すべからすとして，10月16「1登lllす・山麓のToH　gateから

山道9哩ep一，山の高さ6000吠即ち李均10％の勾配であるから相當案じた．あ

る人は大したこともないと云ふし，叉ある人はとてもと云ふ．前の晩Service

Stationの男にきいてみたら，ヒユーと口笛をふいた．とても駄目だといふ意

味らしい．家内のドライブで終始し，50分で頂．hを極めた．大急ぎで100吋

望遠鏡のドームへ出掛け，　ドームへ這って階段を上りきると人が右往左往し

て居た．そしてヒヨツト振り返った人がAdamsだつたので，何の造作もなく

一家内の人となる事が出來た・Silveringがすんで外へ出たらまだ明るかった．
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　　　　　　！、ふ

㌧婁津7壱ピ
　　　　　ミ　

　　　鼠賊’∫諭民

講義豪
　　・織凝翫∴パ，．・

み還

（14）100吋戸冠1水洗ひの操作中

　中央の白い部分は硝子内部のイ

　ンホモヂ＝チイによるもの，上

　部に硝子の表面に近い内部のキ

　ズが認められる

（15）　ioo　ft，‘　t　d｛，nie

（16）　60　foet　to“’er　telcb’cope

　こNの建物全部職工場に至るま

　で外部はアルミナペイントであ

　るから實に立派に見える

　毎金曜日の晩60吋望遠鏡を一般に

公開する．

　まつHotelのLecture　roomでMr．

Hogeがごく通俗の天文講演をする．

「先症っても中學の地理の先生達の

集りに月の山脈の話をしてみると，

その中の一一人が月に人が住んでみる

かときくから，刀には室氣も無く，水もなく，生物が歩んで居准い事は可な
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り確かだと答へると，そんならどうして共様な名前がついてみる事がわかつ

（17）　60　fo｛）t　d（，n）e

たか………」といった工合の話振りである．

　講演は勿論幻燈人りで，その後導かれて6011」．ドームにゆく，皆代る代る憂

梯J：iこ登って天平の奇覗に見入るのである．待って居る連中は代る代る色々

た又奇抜な質問をする．それに附して一々返答するのは慣れたものである．

　その晩見たものはNGC　15，琴座のRhlg　NCI）ul；tと　εLyi’acであった・

1’1分はそれからloO吋i箋遠鏡で1）1’．　J｛、yが槻旧してみたのでそれを見にv・つ

た．すべてボタンー・つで動くのには暫く感心した．

1・；

　　．A

tvew＃　t　e　t，　．

’耀
審
r

’

男
毒

つ

7
．

細

，

’

（IS）

　6）　fo“t　Te“’cr

　吐cl．　and　Snりw

　tel．

　150吠の塔上からH兆めた篇眞で60吹の塔望遠鏡の上剖1とスノー望遠鏡の一

部が見える．スノー望遠鏡は近來は使用せぬ由である．
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　　　　　　　　ローエル天文憂　（フラグスタフ）

　．1930年IU】8H．ローエル天文毫を訪ふ，その入口に1．30時一2，00時まで公

開とあり丁度その時刻に力践わらす他に誰もみないので今日はll曜でなかつ

岬．

k．’．，sgi’，／1　gl．

麹賊 （ltり

1川’cll（♪1・scr、．aし・ry

たかと惑ってみるところへ二人の青年が（）fiiceのノノ’へ來かしつたから話しか

欝＝！騒人とSIL－C／iNに案内

　そこで名刺と紹介；IJこをlllして毫長

に取り次いで貰ふ．その二1｛ヂトの・

人がMr．’1”oinb；tusrltであることか

後でわかった・

　1’i：5三内中り↓のドームは望遠鋳を牧

めてある言睾ではない．ホールでそこ

に色々な素：5．眞が陳列してある．

　峯長に會って色々語をする，温し

やかな人である．それから御rl慢の

】3吋望遠鏡に案内してくれた．ドー

ムの形は令く24吋のものに1以よつて

作ってある．

暫間轟擁
　　ttt／鷺ハ

　．．ノ““N・謝ぐ　　1

（L）O） 13！i　1〈efractoi
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　レンズはロスーランデf一ン13吋乾板全罷によいimageだといふ．”ウンテ

ィングはこしの工場にて作ったもので大分荒けづりである．尤も大急ぎで作

ったからとの1；iひ課けであった．その赤経をscしするJtl夫は新案のもので都

合よいと思った．この駐眞乾板は大分入きいのでcurVntureを興へる必要が

ある由でそれには外側四つと中iJ！・1こ・つのSercwでやる仕掛である。その仕

掛も見せて．1＋／／ふ．

　　　　　　　ヤーキス天文憂（井リヤムス・ベイ）

」930　T－11J］　L）51．1：1．の・1・をヤ・一キーズκ文…謎｛1方ふ．前晩M・yw…dといふ小

磯

蝋　曇
．．

n
・
盛画

評
・
タ

ユ
　

雛

（21）

1’erkeb’　（）1｝seryatt）ry

さな町で泊ったがそこで初めて自動車のラヂエクーにアルコールを入れる。

大・分寒くなるのを趾えたからである・赫iの出獲が】0時頃，　粉一ilが既にチラチ

ラ降り初めた．1）undecLといふところで書食し’C　tlトへ出ると木1」になってみ

て町から自動tlilから翁て二11：で初ヒはれてるのを獲見する．もう近くまで來たと

思った二一・老人に天文奉への道を聞くと親切に敏へてりされたのち首を捻って

しその道は阪道だからこの雪で・」．1．滑るとtOo　badだし』1といって別の道を教

へ直してくれたのはイ∫難かった．

　刺を通す：ると直ぐ迎へてくれて雨冠室へ案内してくれた・その時セクレタ

リ子曰く御承知かしらぬがblindだから先づ手を握られる様にとlii意せられた．

　豪長の手を取って挨拶すると言ドにしオ’一手が大回冷たいがどうして來ら
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れた「といはれて親の檬な溢かみを感じた．

　近くの停車揚まで，わざわざ人を迎へにやられたことを後でフ氏幽して大に

　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　磁醗　　　　　　．　　　　　；

灘麟開闊働

（L）L））

　1．ake　（｝encva

芸灘嫁擬「ぬ
　　　　　　　　　　　　》ハ．

感謝した．初めて來た日には雪でセネバ湖の展望が少しも出子なかったが28

日出獲の目には立派な景色が見られた．憂の臼の醜しみが思はれる．

　フロストの奥様は若々しい人の

様に見えたが寓眞が出來上ってみ

ると非常に年老いて見えられる．

一・一v’不思議だ．我々の宿をしてく

れたMrt．Riddelの話によると憂

長の御母さんも眼がわるいし小供

さんもJi’眼悪いとのことである．

氣の毒なことて・ある．毫長は自分

と共に官舎から本角「へ行く途［llあ

の木はli本から取寄せたとかこの

木はどうとかH明きの様な溌明を

せられる．本當に奇妙だと私がい

ふと，この階段は六つあるヂー・1　［．二，

ll……と教へて本館へはいられた

時には…．・J’淋みしい1惑にうたれた
（’“’：｝）　J）r．　an［1　r　lrs．　Frost
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　　　　　　　　デアボーン天文蔓　（エヴンストン）

　1930年1U1291・1．　Vl：の日しかも夕間暮除程躊躇しながらデアボーン天文豪

を訪ふ．しかし意外にもDr．　Leeはまだofiiceに居られて大に歓迎の意を表

せられ例のオルバンクラークがシリウスの件星を見付けたといふ18吋望遠鏡

を見せて貰った．彼は仲々の論’吝と私はみた。

　　　　　　　　ミシガン大回天文壷　（アンナボウ）

　1930年］2」］　1　llアンナボウのデトロイト天文毫を訪問する．

　大虚の構内近くへきてさて何h’の方に天文豪があるかと見廻はすと直ぐと

ドームが眼についた．il睾無くlocateし得たのである．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　先づ近所の1）rllg　stOI℃で輕いIUI）C，11

　　　・・一　　添　　　’＝　毒T　‘　　　をとる．後でヒヨツト時刻を見ると
　　　　　　　扁L　　　　　、｛　“　　　拳

鞭、
雛∵／
℃’筆，et1’

－
蜘

産
．
、

O

三
曲
畢

　
　
触

　
　
∴
罫
、

綜
竃

；
h

響
欝
響
∴

鰭
や
聾
“

‘

．乱蜘
而αa猛砿R濁（

2時である．自分の時計では1時の

積りがさては一一・時闇進N，るのを忘れ

たなと下めて兄るとChlαW）を川は

つれてから進める筈であったとのこ

と，ll伺1・Htli一一時間後躍しで過した

諜である．

　丁度1’rofl　Curtisはデトロイトへ

行かれてわ留守とのことで1’rof．　Ru

fusが案内してくれ，父大學構内の

Angel　Hali屋上の學pfk川の望遠鏡は

女の1）1’．Loschが案内してくれた．

　夕方川直してML　Petrieの案内で

37吋1／2の反射鏡を見てみるとっか

つかと上って來るなりL自分はCurtisです「といってキサクに握予されたの

が今蹄って來られたばかりの笹下であった・

　そして御親切に廿へて一晩お世話になる．朝はMrs．　Curtisの御手料理の

御馳走になってi辟去した．　しかも今後の道をこまごまと教へられ，葛眞をと
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りたいと云ふとわざ々々裏へ出てポーズしてくれた・

　　　　　　　　バーキンス天文童　（デラウ＝ア）

　1930年12月2日011io　Weslayan　Un｛versityのPerkin’s（）bservetoryを訪問す

る．Bob君のみるところである．夏にわかれた際訪問を約束して置いたのだ

が，叉絵り引とめられても少々と思って失言する・

　小使君が大に訳：明してくれた．回りがけにDr・StOrerといふ人が如何にも

人懐しげに引留めてくれたのを大に失禮して終ふ．

　小使子曰く，ドームの直f璽160吠fiOc）rより頂上まで48吹マシンの重さ38噸

ドームは75から80P頓位：．

　　　　　　　　轡

（L）5）

｝’erkin’s

　O］）sel’N’atol’v

　天文毫で出してみるエハガキを買ふ・「1樫61吋，UYgi第．三の望遠鏡であると

ii’SII明がしてある．しかしlll吋の鏡は作った言睾ではなくハーブードから58吋を

借りて今使用してみる．六度ポロ・シ1D－一トガラス69P，j『といふのをFecke］・

が作製中で尚ほ一年位完成に要するとのこと．それが川來ると名實共に世界

第三である・

　　　　　　　　アレゲ昌一天文壁　（ビ’yバーグ）

　1930準12月3日アレゲニー天文憂を訪問した，豪長1）r・Jordanや副豪長：

Dr．　Burnsが色々と親切に設備を見せられ，30吋の駐眞望遠鏡を珍らしく見

たことである。Mr．　Feckerの工揚を見たりして二，　Lヨ．1滞在したが御天氣が
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悪くて天文毫の爲眞が倶られなかった．天文…蓬は公園のある高島に位置して

みるが，畢寛煙の都であるピツバーグを逃出さねばならないのであらう．

　　　　　　　　　ダドレイ天文蔓　（オルバ昌イ）

　豪長のDr．　BOssはその後學會でも會つたが氣のおけぬ人と見られた・話

中に煙草を勧められLイや有難う私は■といふとしソレはbad　habitだコとい

ふ位な調子である．こしは夜の訪問で篇眞を得られなかった．

　コ　 @　　　　ド

轟㌦1多ぜ亀　 スミス”V＋’天文壷

好ご寵熱演呂　　（ノーザンブトン）

馨声病識器…一
　　　　　　　　　　　　　　1

　　　　　　　　　葦

　ド　　　　　　　こドリら

　　　燭監ン、

　　　　　　肝腫潤

　　　　　　　静

t　一一　一，i　　　　　　　　、図

　　　　　郵2∵喉》L’・e‘’レ
、　　　　　　　　　　　　！：べ職∴

（26）　Observing　Stm’s　altilude

跳嶺
爵＝暁き

　語

　　．．慮

■、．，幽

　學生が庭に川て太陽の観測をして

みるところであった．Miss　Bigeluw

はまだ見えぬが，その内に來られる

からと案内せられて門生の観測を槻

測する．そうするとのぞいて御下な

さいとの課ゆゑ仰せの通り私達もの

ぞいて兇た．中には友達の革命をそ

の儘葛してゆくのもあったが但し先

生には内斬のことである．

11吋r16択高明距離）望遠鏡（Warller＆

Swaseyのマウンチンクつや4吋’トランシツ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　j
トなど見せて貰ふ．望遠鏡の家の構造が一　1

寸珍しいと思ったらこれは實はハーブード
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ll
のものを眞似たのでわざわざ大工が出張し

て見て來たとのことであった．後でCoI

legeの方々を案内して見せて下さった毫の銘は誠にうれしく讃まれた．

　　　　　　　　　　　　アム八一スト天文台

　　’1’his　Observa，　tory

　with　its　apparatus　is

　a　tribute　of　affection　to

　Henrietta　Chapin　Scelye

　　　　　こmd

　Serah　Tappan　XVilliston

1，y　their　husbands　A　D　1886．
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　1930年12月10日アムハースト天文璽を訪つれる．

　ミス●ピケローが豫め電話してくれたが1’rofl　Greellは丁度外出中ゆゑMrs

Greenが案内してくれるといふ話であった．18吋オルバン・クラークの望遠鏡

38吹ドームへ案内してMrs，　GreenはL私はアストロノーーマでないので詳しい

ことはわからぬの

ですが一1といぴ掛

けて，家内に貴’女

はアストロノーマ

ですかと念を押す

とこ7）が「面ザ1い．

そうでないと家内

がいふと我意を得

たりと笑ふ．

　辞して蹄りかけ

〆

るところへ小供が走り出して來てお父さんが蹄られたことを報ずる・

から出て引返すと，グリー一一ン先生，

れあらためて色々の話をきく．

　　　　　　　　　　ハーヴード天文壷

（27）　Arnhers，　t　（）1）seivatory

　　　　　　　　　　　　　　　又カー

ゴルフの袋を肩にノソノソと御国豪せら

（28）　Polar　telescope

　ユ930年12月11日

この日14時頃目的

地ヶンブリッヂへ

到着した．翌日は

茄iの埃ををとし整

理などして，13日

天文毫を訪問する．

出迎へてくれたの

VJ：　Alr．　Campbell，

大分前からお待ち
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してゐましたよと云はれて，満更悪い氣はしなかったといふのは家内の話．

直ぐProft　Plasketが來られProfl　Shapleyは族行中なのでといって方々案内

してくれた・窩眞（28）はコンコードストリトの入国から這人るとすぐの景色

でボーラー●テレスコープが目につく．

（L’fり

　望蓮鏡群

Ross　Xpress一．
・』1一解坤

th　一Meteor

　　CatllClll

　　　　　　　　　　　・汐㎞㎞㎞」L鎚亀㎞

　16日晩ボーイ君がこれらの窮眞装置を運榑するのを見る．全く機械的にや

ってゆくところに大天文豪の片影を見るやうに思った。

　iF．にハーヴード天文塁はシヤプレイ毫長の統率の下に一糸観れすの感があ

（30）

n　Refr，actor　Ctark

る．シヤプレイがあの若さで大天文褻の館長に選ばれ，叉弘長にシヤプレイ

が必要であることが合黙せられた．Prof．　Ba　ily一一1）rof，　K：ing－Prof，　Plaskeト
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Assit　Proft　Gerrig．h－Dr．　Fisher一等々．］2，月19日シヤプレイの内でクリスマ

ス・チーがあり自分達も招かれていって色々な人々に翻意ふ．天文豪の連中並

びに大學内の天文關係の人々である．實に愉快な集りで氣持よくなる．　ミ・セ

ス・シヤプレイは大にもてなされる．プラスケツb夫人にもお會ひしたがほ

んとに若々しいキレイな夫人だつた．

　　　　　　　エール大學天文憂　（＝・ユーヘーヴン）

　1930∫F12月

　ブvスペクト・ストリートを爾側に目をくばりながらゆくと右手の方にド

ームが見えた．しかしそれが普通のドームとは．一寸異って居て教會の建物の

様に見えたので不安でみると，；次に現れたのがお馴染みのルーミス●テレスコ

ープだつたので，さてはやはりこれだったかと合黙する．セクレタリー女がシ

ユレシンジヤーのお内へ電語してくれると∫要図からの四重で，教授は少々加

　　　　　　　　　　　　　　　　　　減がわるくてゐられるからミス●バ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ーネfが願事御案内またお世話をす

　　　　　　　　　　　　　　　　　　るとのことであった．やがて來られ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　たミス●バーネイに色々と案内せら

　　　　　　　　　　　　　　　　　　れ後日を期してわ暇する．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　明けて1931年1月L）日アメリカ天

　　　　　　　　　　　　　　　　　　文學會會員が…緒に見物にいった時

　　　　　　　　　　　　　　　　　　には再び和氣講々の中に各建物を見

蕩．齢礁

撚・

　　　　（：）’1）　Looinis　telescope

ツクリをした，　ステビンス教授色々説明してみて共後この望遠鏡は怒り使っ

てみる様ではないがとlJj1日から大學の方で開かれた天文學會には多くの

物した．ルーミス亡遠鏡は一一一一般の興

味をひき，随分高い階段を．ヒりそれ

にあきたらす老人連から婦人連まで

竪梯r・を上って屋．ヒへ出るのには少

たからすビックリした．日本服では

とてもこの雨露は出來ぬと除計なビ
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人々が集って誠にうれしい會合であった．最初の日正午一同紀念撮影をする・

行事の一つである．最初出掛けると顔の李たい人が人波をつきSつて近づい

て來たのでこれはシユレシンジヤーと直ぐわかって挨拶した．それから顔見

知りに挨拶してみると，ヤセタお爺さんがしよう來てくれた「と挨拶されて一

寸まごついたがそれがブラウンと聞かされて一一寸驚いたことである。

　　　　　　　　アメリカ海軍天文壷　（ワシントン）

　1931年1月7日ワシントン海軍天文豪を訪問する．舞鶴子に紹介欺を渡すと

直ぐリテル教授に案内せられた．教授にはエール大回で面一してみて訪問を

約してあったので，1椥勺をすっと案内して昊れた．限時装置から子午k孔　Ji午環

26吋望遠鏡それから下圃の天頂寓眞儀を見せられた．しかしすべて大速度で

見せて貰ったので案内して貰ったリテル教授に相すまなく思ふ．かへりがけ

にAstroph．vsical　departn）entもalmanac　offlceも見る．かへりに途をきくとjCfiつ

てやらうといって，わざ々々逸ってくれた。但カーは自分等のもってみたもの

に比べると僚程貧オ1抜ものである．途中ガソリンを入れたのは恐縮するが勿

（32）天頂寓眞儀
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二藍氣がある筈がない．ホワイト●ハウスの附近に出てソレカラ大統領の就任

の際に通るといふ行列道路を通り，各省の建築物の附近を通りCapitolの東

Congress　HbrarざまでのせてtJ9・れた．大に感謝した次第である．（完）


